
亀
帖

（4）昭和43年8月15日と

小
器
用
な
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
　
藤
　
大

　
大
器
晩
成
な
ど
と
い
う
と
、
こ
の

忙
し
い
の
に
、
な
に
を
ほ
ざ
い
て
い

る
の
か
と
、
逆
襲
さ
れ
る
．
先
月
東

京
の
お
盆
に
出
か
け
、
早
朝
、
東
京

駅
の
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
入
っ
た
。
さ

す
が
に
首
都
で
、
日
本
人
の
約
一
割

が
ひ
し
め
き
喬
っ
て
い
る
だ
け
に
、

も
う
足
の
踏
み
場
も
な
い
。

　
十
八
、
九
才
の
三
人
の
お
嬢
さ
ん

が
こ
こ
を
先
途
と
、
客
さ
ぱ
き
に
奮

闘
し
て
い
る
。
ト
ー
ス
タ
ー
に
パ
ン

第147号耀墾畿イ錫謂）なか♪さ

　
こ
の
あ
い
だ
、
公
民
舘
の
会
議

で
、
地
域
住
民
組
織
の
近
代
化
↓

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
た
。
つ
ま
り
、
部
落
の
近
代
化

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
社
会
教
育
は
、
住
氏
の
実
際
生

活
に
即
し
て
な
ど
と
い
い
な
が
ら

い
ち
ば
ん
基
礎

的
な
地
域
組
織

で
あ
り
住
民

の
自
治
組
織
で

馨

を
入
れ
る
。
バ
タ
ー
を
ぬ
る
。
ミ
ル

ク
を
出
す
。
皿
を
出
す
。
コ
ー
ヒ
ー

を
つ
ぐ
。
コ
ー
ヒ
ー
茶
わ
ん
を
回
収

す
る
。
そ
れ
を
洗
う
早
や
わ
ざ
は
、

ま
さ
に
神
技
に
近
い
。

　
文
字
通
り
一
瞬
一
瞬
を
、
生
か
さ

れ
て
生
き
ぬ
く
無
心
の
姿
に
、
深
い

感
銘
を
受
け
た
。
た
し
か
に
日
本
人

は
手
さ
き
が
器
用
で
、
外
人
か
ら
う

や
ま
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
ま
た
、
小
器
用
な
製
品
が
市

社
会
教
育
夜
話

あ
る
部
落
を
素
通
り
し
て
き
た
感

が
あ
る
。
ご
の
こ
と
は
、
終
戦
後

政
令
に
よ
る
部
落
会
町
内
会
の
禁

止
、
解
敵
措
置
等
当
時
の
社
会
的

背
景
も
あ
っ
た
こ
と
で
、
こ
こ
で

そ
も
そ
も
部
落
と
は
な
ど
と
論
及

す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
本
紙
三

月
号
か
ら
「
部
落
紹
介
」
が
連
載

場
に
出
ま
わ
る
。
新
案
特
許
の
台
所

製
品
な
ど
は
、
そ
の
よ
い
例
で
あ

る
。
　
一
つ
の
も
の
が
い
く
と
お
り
に
も

つ
か
え
る
。
五
つ
も
六
つ
も
用
途
が

あ
る
。
お
客
は
宣
伝
に
っ
色
れ
て
手

を
出
す
が
、
十
日
も
た
た
な
い
う
ち

に
ア
キ
が
く
る
。

　
ど
こ
に
ア
キ
が
く
る
と
い
う
に
な

る
ほ
ど
用
途
は
い
ろ
く
あ
る
。
し

か
し
、
い
ざ
鎌
倉
の
場
合
に
は
、
も

の
の
用
に
た
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ツ
メ
切
り
は
、
あ
く
ま
で
も
ツ
メ
切

り
で
あ
り
た
い
。
包
丁
は
あ
く
ま
で

も
包
丁
で
あ
り
た
い
。
ナ
イ
フ
と
包

丁
と
一
つ
で
あ
っ
た
り
す
る
の
は
、

　
さ
れ
、
そ
こ
の
部
落
の
な
り
た
ち
　
う
つ
も
り
は
な
い
。
部
落
を
つ
く

　
や
、
地
形
、
産
業
、
気
質
ま
で
も
り
あ
げ
て
い
る
基
本
単
位
が
、
個

　
知
る
こ
と
が
で
き
て
⑯
も
し
ろ
　
々
人
の
住
民
で
あ
る
と
い
う
原
則

　
い
。
中
里
村
に
は
大
小
四
十
四
の
　
に
立
っ
て
、
部
落
の
民
主
化
と
い

　
部
落
が
あ
る
が
、
「
オ
ラ
ま
だ
行
　
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
み
る
と

　
っ
た
こ
と
が
ね
え
ム
ラ
だ
て
ー
」
　
現
実
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

　
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
　
か
ら
審
議
機
関
と
執
行
の
関
係
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
り
合
い
や
隣
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
集
会
、
部
落
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
適
正
化
、
婦
人

部
落
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
、
青
年
会
子
ど

　
、
O
レ
　
こ
の
「
部
落
紹
介
」
が
「
ム

ラ
」
ー
「
部
落
」
ー
「
村
」
を
知
，

る
う
え
に
少
し
で
も
役
立
て
ぱ
、

毎
月
か
わ
る
が
わ
る
書
い
て
く
だ

さ
る
探
訪
記
者
？
の
苦
労
も
報
い

ら
れ
よ
う
と
い
う
も
の
。

　
と
も
あ
れ
、
部
落
の
近
代
化
な

ど
と
、
べ
つ
に
新
し
い
こ
と
を
い

も
会
、
P
T
A
な
ど
と
の
つ
な
が

り
等
々
も
考
え
て
み
た
い
。
そ
し

て
も
っ
と
も
っ
と
部
落
の
中
に
み

ん
な
の
「
話
し
あ
い
」
を
持
ち
込

ん
で
、
新
し
い
部
落
づ
く
り
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
話
し
あ
っ
て
も
ら
い
た

い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
樋
口
和
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
器
盤
塩 　

当
場
は
し
の
げ
る
が
長
つ
づ
き
が
し

な
い
。

　
　
心
、
う
ち
に
あ
れ
ぱ
、
色
、
外
に

　
あ
ら
わ
れ
る
。
内
と
外
と
は
一
枚
岩

　
で
あ
る
。
こ
う
い
う
新
案
特
許
の
製

　
品
が
出
ま
わ
る
の
は
、
日
本
の
国
民

　
性
を
象
徴
し
て
い
る
。
小
器
用
も
よ

　
い
が
、
一
得
一
失
で
慶
す
べ
き
か
弔

　
す
べ
き
か
わ
か
ら
な
い
。

　
　
ど
う
も
近
ご
ろ
、
小
器
用
な
人
間

　
が
多
す
ぎ
る
。
教
育
方
針
で
も
、
卒

　
業
し
て
す
ぐ
実
用
に
向
く
青
年
を
養

　
成
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
大
学
を

　
出
て
も
ソ
ロ
バ
ン
一
つ
は
じ
け
な
い

　
小
切
手
一
枚
振
り
出
せ
な
い
。
こ
れ

　
で
は
高
等
遊
民
を
つ
く
る
ぱ
か
り
で

　
な
ん
の
為
の
大
学
教
育
か
ー
こ
れ

　
が
現
今
ま
で
多
年
の
要
望
で
あ
っ

　
た
。
こ
う
な
る
と
勢
い
浅
く
て
も
よ

　
い
何
を
や
ら
せ
て
も
、
一
応
こ
な
せ

　
る
人
間
の
養
成
に
、
力
を
入
れ
ざ
る

　
を
え
な
い
。
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た

　
の
が
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
自
動
化
す
れ
ぱ
化
す
る
ほ
ど
、
素
人

　
で
も
簡
単
に
作
業
が
出
来
る
。
だ
か

　
ら
ま
す
ま
す
専
門
の
知
識
や
、
経
験

　
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
に
な
る
。

　
　
大
器
晩
成
型
の
人
間
が
、
歓
迎
さ

　
れ
な
い
の
も
う
な
す
け
る
。
こ
れ
で

　
は
た
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
も
う
少

　
し
人
生
を
、
じ
っ
く
り
腰
を
お
ち
つ

　
け
て
考
え
な
い
と
、
本
人
も
不
宰
だ

　
し
日
本
の
将
来
に
も
、
大
き
な
悲
劇

　
に
な
る
。
各
界
が
目
さ
き
の
利
く
シ

　
ョ
ー
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
が
多
す
ぎ
る
人

　
生
問
題
に
じ
っ
く
り
と
、
と
り
組
み
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一
日
は
一
日
で
お
わ
る
も
の
で
は

な
い
。
一
日
、
一
日
は
、
人
生
の
ひ

と
こ
ま
で
あ
る
。
人
生
の
ひ
と
こ
ま

は
、
悠
遠
の
歴
史
に
つ
ら
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

る
。
悠
遠
の
歴
史
を
は
な
れ
て
、
人

生
は
あ
り
え
な
い
。
い
わ
ぱ
人
間
は

歴
史
の
創
造
者
で
あ
る
。

　
小
器
用
な
人
間
ぱ
か
り
で
は
、
民

族
の
将
来
が
あ
や
ぶ
ま
れ
る
。
当
座

は
聞
に
合
わ
な
く
と
も
、
人
を
相
手

に
せ
す
、
天
を
相
手
に
す
る
よ
う
な

人
物
が
待
望
さ
れ
る
。
西
郷
隆
盛
は

「
カ
ネ
も
い
ら
ぬ
、
名
も
い
ら
ぬ
、

い
の
ち
も
い
ら
ぬ
人
間
ほ
ど
始
末
が

悪
い
」
と
い
っ
た
。
ロ
ン
グ
．
ラ
ン

ナ
ー
の
正
念
場
で
あ
る
。

社
会
教
育
委

　
　
員
き
ま
る

　
六
月
末
日
で
任
期
（
二
任
）
満
了

と
な
っ
て
い
た
村
社
会
教
青
委
員
が

次
の
と
翁
り
、
七
月
一
日
付
で
新
し

く
き
ま
り
ま
し
た
。

　
中
里
村
で
は
、
社
会
教
育
委
員
の

定
数
は
七
名
と
な
っ
て
お
り
、
同
時

に
公
民
舘
運
営
審
議
委
員
も
兼
務
し

て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
委
員
、
公
民
舘
運
営
審

議
委
員
の
職
務
は
、
そ
れ
ぐ
社
会

教
育
行
政
の
諮
間
機
関
的
性
格
を
も

っ
て
い
ま
す
が
、
急
速
な
社
会
変
革

の
中
で
、
社
会
教
育
は
一
つ
の
転
機

に
立
っ
で
お
り
、
時
代
に
即
応
し
た

新
し
い
社
会
警
推
進
に
こ
の
人
た
一

ち
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
社
会
教
育
委
員
氏
名

高鈴高樋高田西
橋木橋口橋村野

政
男
（
田
沢
小
学
校
長
）

博
康
（
青
年
会
長
）

敏
子
（
連
合
婦
人
会
長
）

順
之
（
P
T
A
連
副
会
長
）

信
雄
（
体
育
協
会
副
会
長
）

寛
一
（
保
護
司
）

態
蔵
（
村
議
会
議
長
）

　
な
お
社
会
教
育
委
員
長
に
は
、
高

橋
熊
蔵
氏
が
互
選
に
よ
り
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
な
か
さ
と
文
芸

　
　
ー
八
月
投
旬
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
寿
子

野
球
子
等
真
夏
の
光
は
ね
返
し

単
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

工
夫
の
小
屋
西
日
が
の
ぞ
く
冷
や
っ

こ
　
　
　
　
　
　
　
栄
松

一
丸
木
橋
小
川
に
か
じ
か
し
き
り
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
蔵

稲
の
穂
の
出
揃
う
畦
に
妻
と
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

葬
列
の
静
か
に
進
む
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
チ

風
孕
む
縁
に
野
菜
の
種
子
選
ぶ

｝
　
　
　
　
　
由
記

一
試
験
田
自
慢
の
農
夫
に
陽
は
厳
し

【
　
　
　
　
　
　
　
三
代

箪
取
り
の
荒
れ
手
が
気
に
な
る
農
閑

織
り
娘
　
　
　
　
　
凍
子

爪
も
め
ば
や
つ
れ
ほ
の
か
に
透
け
る

指
　
　
　
　
　
　
　
キ
ミ

タ
映
に
お
も
か
げ
追
へ
ば
里
静
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

花
眠
る
合
歓
が
記
億
を
湖
へ
透
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉
ー

一
ま
ぎ
れ
来
し
蛍
が
濡
ら
す
独
り
の
室
，

五
の
日
の

　
納
税
相
談
日
を

　
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
毎
月
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日

は
「
税
の
相
談
日
」
で
す
。
匿
名
で

も
相
談
で
き
ま
す
か
ら
⑯
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

雛
懸
灘
鱗

◎
産
声
子
の
名

小
巻
沢
美
津
子

樋村鈴小松山
口山木柳崎田
理冨　浩恵
恵子茂之子茂

渡
辺
喜
代
子

一
◎
高
砂

正国　軍秀栄忠冨父
　　童　 五　　　　の
栄平　平郎作明平名
高荒東重如小朴通部
道　 田　 来　 木り
山屋沢地寺原沢山落

癖
翻
覇
峡
嘉
臨

㎝
｛
翻
犠
美
讐
霧
㎜

輪
山
田
世
津
子
．
も
芋
沢

一
士
舞
蟹
叢

上
原
ト
ラ
　
　
（
語
）
　
午

松
崎
恵
子
（
O
）
小

樋
ロ
マ
ツ
（
七
。
）
荒

山
田
源
吉
　
倹
も

樋
口
虎
三
郎
　
　
（
許
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
田
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
干
溝
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市
之
越
地
区

構
造
改
善
事
業
き
ま

　
昭
和
三
十
九
年
度
に
地
域
指
定
を

受
け
、
村
の
農
業
経
営
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
と
し
て
行
な
う
市
ノ
越
地
区

の
農
業
構
造
改
善
事
業
が
、
諸
々
の

曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
地
区
関
係
農

家
、
農
業
協
同
組
合
の
意
欲
的
な
取

組
み
に
よ
り
最
終
年
度
に
な
っ
た
と

は
い
え
、
当
初
の
構
想
を
崩
す
こ
と

な
く
計
画
さ
れ
．
七
月
十
五
日
農
林

省
よ
り
認
可
も
う
け
、
い
よ
い
よ
実

施
段
階
に
入
っ
た
。

　
本
地
区
は
農
家
戸
数
二
十
七
戸
、

平
均
耕
作
面
積
一
診
で
、
村
の
平
均

○
・
八
診
を
多
少
上
廻
っ
て
い
る

が
、
商
品
生
産
農
家
は
一
戸
も
な
い

現
状
で
あ
り
、
又
農
家
個
々
で
農
業

機
械
施
設
を
所
有
し
て
い
る
関
係
か

ら
し
て
い
わ
ゆ
る
機
械
化
貧
乏
と
な

り
、
他
産
業
者
と
の
所
得
の
格
差

は
、
同
地
区
の
地
域
条
件
も
加
わ
り

拡
大
す
る
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
当

然
農
業
構
造
改
善
の
方
向
と
し
て

は
、
先
す
農
業
個
々
の
所
得
の
増
大

で
あ
り
、
所
得
の
増
大
は
経
営
規
模

の
拡
大
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
経

営
規
模
の
拡
大
は
、
本
地
区
を
含
め

た
清
津
川
右
岸
段
丘
地
開
拓
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
に
よ
り
開
田
及
び
基
盤
整

備
と
相
ま
っ
て
、
大
型
機
械
導
入
に

る

七
ケ
タ
農
業
め
ざ
し
て

よ
り
一
貫
作

園
造
成
十
三
診
を
お
こ
な
い
、
一
戸

当
り
平
均
○
・
九
診
の
規
模
拡
大
を

図
り
、
所
得
の
増
大
と
生
産
性
の
向

上
を
図
り
つ
つ
、
よ
り
高
い
生
活
水

準
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

◇
基
幹
作
目

　
米
プ
ラ
ス
養
蚕
と
し
て
現
況
年
間

生
産
量
水
稲
五
十
三
・
八
ヌ
を
百
五

十
九
誘
に
、
繭
四
牙
を
十
三
踏
に
増

大
す
る
。
ま
た
経
営
類
型
で
は
、
協

業
経
営
農
家
八
戸
、
商
品
生
産
農
家

二
十
二
戸
、
半
商
品
生
産
農
家
三
戸

自
給
的
農
家
二
戸
と
す
る
。
（
自
給

的
農
家
と
は
、
将
来
に
お
い
て
も
年

間
生
計
費
が
、
農
業
所
得
で
五
十
％

以
上
充
足
困
難
と
思
わ
れ
る
展
家
農

業
所
得
三
十
二
万
円
以
下
、
半
商
品

生
産
農
家
、
現
況
に
お
い
て
自
給
的

農
家
で
あ
っ
て
も
、
将
来
年
間
生
計

費
を
農
業
所
得
で
六
十
％
以
上
充
足

出
来
る
農
家
農
業
所
得
三
十
九
万
～

六
十
五
万
円
、
商
品
生
産
農
家
、
現

況
に
お
い
て
年
間
生
産
費
を
農
業
所

得
で
八
十
％
以
上
充
足
出
来
る
農
家

で
あ
っ
て
将
来
百
％
が
見
込
ま
れ
る

農
家
、
農
業
所
得
六
十
五
万
円
以
上
）

◇
生
産
費
削
減

　
現
在
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て

業
体
系
を
確
立
し
、
桑
い
る
農
機
具
及
び
労

　
　
　
　
　
　
　
働
費
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
大
型
機
械
の
共
同
導
入

と
生
産
組
合
を
組
織
し
合
理
的
運
営

に
よ
る
共
同
利
用
を
推
進
す
る
。
ま

た
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
地
区
を
越
え

る
事
業
と
し
て
、
中
里
農
協
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
設
置
し
、
共
同
利
用

を
進
め
、
省
力
化
及
び
生
産
費
の
削

減
を
図
る
。
養
蚕
に
つ
い
て
は
壮
蚕

共
同
飼
育
施
設
を
完
備
し
、
協
業
組

織
に
よ
る
桑
園
管
理
を
行
な
い
十
ア

ー
ル
当
り
現
況
五
百
五
時
間
を
、
協

業
経
営
百
二
十
三
時
間
、
個
人
百
八

十
九
時
間
に
省
力
化
を
図
る
。
ま
た

地
区
を
越
え
る
事
業
と
し
て
、
中
里

農
協
が
最
も
近
代
的
な
稚
蚕
飼
育
所

を
百
八
十
万
円
を
投
じ
建
設
し
、
現

在
の
二
令
飼
育
か
ら
三
令
飼
育
ま
で

延
長
し
農
作
業
と
の
調
整
も
可
能
と

し
、
収
繭
量
も
反
当
六
十
七
’
屡
よ

り
百
’
屡
ま
で
に
引
き
上
げ
る
。

◇
生
産
性
の
向
上

　
現
在
の
稲
作
に
つ
い
て
は
、
栽
培

方
法
が
農
家
個
々
ま
ち
ま
ち
で
収
量

も
不
安
定
で
、
し
か
も
各
戸
毎
の
格

差
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
改
善
す

る
た
め
、
栽
培
協
定
、
作
業
協
定
、

共
同
作
業
を
生
産
組
合
を
中
心
に
行

な
う
。

　
養
蚕
に
つ
い
て
は
、
桑
園
の
共
同

管
理
、
共
同
飼
育
（
一
部
個
人
）
栽

桑
技
術
の
向
上
等
に
よ
り
生
産
性
の

向
上
を
図
る
。

◇
生
童
規
模
拡
大

　
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
よ
る
開

田
二
十
三
・
一
診
と
、
桑
園
改
良
造

成
十
三
・
一
診
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
生

産
規
模
の
拡
大
を
図
る
。

◇
農
業
生
産
及
び
作
目
構
成
の
改
善

計
画

　
基
幹
作
目
別
総
生
産
額
は
、
現
況

水
稲
一
戸
当
り
二
十
四
万
九
千
七
百

八
十
五
円
、
養
蚕
十
九
万
千
五
百
五

十
円
、
普
通
畑
二
万
九
千
二
百
八
十

五
円
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
水
稲
七
十

六
万
五
千
五
百
五
十
五
円
、
養
蚕
六

十
八
万
六
千
百
†
一
円
と
飛
躍
的
増

加
を
図
る
。

◇
事
業
費

①
農
地
造
成
　
　
千
二
百
六
十
万
円

②
経
営
近
代
化
施
設

　
　
　
三
千
七
百
三
十
二
万
六
手
円

　
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
パ
イ
ン
、

　
格
納
庫
壮
蚕
共
同
飼
育
所
等
）

　
①
②
に
っ
い
て
は
補
助
事
業
と
し

　
国
県
補
助
金
二
干
百
十
八
万
二
手

　
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

◇
事
業
の
成
果

　
米
に
つ
い
て
は
十
ア
ー
ル
当
り
所

要
労
力
で
現
在
二
十
一
・
八
人
、
改

善
後
四
百
四
十
二
’
屡
を
見
込
む
、

従
っ
て
生
産
性
に
つ
い
て
は
一
日
当

り
生
産
額
現
在
二
千
四
百
五
十
円
改

善
後
は
二
・
三
倍
の
五
千
六
百
八
十

九
円
と
な
り
、
一
人
当
り
で
は
現
在

千
七
百
十
五
円
改
善
後
は
二
・
一
倍

の
三
千
五
百
八
十
四
円
が
見
込
ま
れ

る
。
又
十
ア
ー
ル
当
り
所
得
率
、
ま

た
所
得
額
は
、
六
十
九
％
で
三
万
七

千
四
百
五
円
で
あ
る
が
、
改
善
後
は

事
業
費
の
償
還
が
あ
る
の
で
、
生
産

額
の
増
加
に
比
例
せ
す
、
所
得
率
六

十
三
％
と
減
少
す
る
た
め
、
当
分
の

間
所
得
額
は
減
少
す
る
。

　
養
蚕
に
つ
い
て
は
、
箱
当
り
所
要

労
力
現
在
三
十
一
・
七
人
、
改
善
後

協
業
飼
育
四
・
一
人
、
個
人
飼
育
二

十
一
人
に
減
少
、
生
産
額
は
、
現
況

二
万
六
千
六
百
円
改
善
後
二
万
八
千

五
百
円
と
十
・
七
％
増
加
に
と
ま
る

も
、
生
産
額
に
お
い
て
は
、
一
日
当

り
現
在
八
百
三
十
九
円
、
改
善
後
協

業
飼
育
六
千
九
百
五
十
一
円
（
八
・

二
倍
）
個
人
飼
育
四
千
十
四
円
（
四

・
八
倍
）
と
な
り
、
所
得
額
に
お
い

て
は
、
現
在
四
百
六
十
一
円
、
改
善

後
協
業
飼
育
四
千
七
百
八
十
六
円
（

十
・
四
倍
）
個
人
飼
育
二
千
七
百
六

十
七
円
（
五
・
七
倍
）
と
、
飛
躍
的

増
大
が
期
待
さ
れ
る
。

食
中
毒
、
伝
染
病
に
注
意

　
高
温
多
湿
の
毎
日
が
続
く
と
、
細

菌
は
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
こ
の
時
期
に
は
食
中
毒
や
伝
染
病

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
か
ら
充

分
注
意
し
ま
し
よ
う
。

◎
細
菌
性
食
申
毒
を
防
ぐ
に

　
は
①
食
中
毒
の
正
し
い
知
識
を
も
つ
こ

と
。
②
材
料
は
新
鮮
な
も
の
を
衛
生
的
に

処
理
す
る
。

③
調
理
の
前
に
必
す
手
洗
い
。

④
生
魚
は
充
分
洗
い
調
整
す
る
。
ま

な
板
、
包
丁
は
熱
湯
を
か
け
て
消
毒

し
て
使
う
。

⑤
台
所
は
清
潔
に
し
ネ
ズ
ミ
、
ハ
エ

ゴ
キ
ブ
リ
を
入
れ
な
い
よ
う
駆
除
す

る
。
⑥
台
所
か
ら
出
た
ゴ
ミ
は
フ
タ
の
あ

る
容
器
に
入
れ
、
た
め
て
お
か
な
い

で
処
理
す
る
。

⑦
冷
蔵
庫
は
常
に
十
度
以
下
に
し
て

お
き
、
正
し
く
使
う
。

⑧
一
寸
で
も
悪
い
も
の
は
惜
し
ま
す

捨
て
る
。

◎
化
学
的
食
中
毒
を
防
ぐ
に

　
は
①
台
所
に
食
品
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
薬

品
は
お
か
な
い
よ
う
整
理
整
と
ん
し

容
器
に
内
容
を
は
っ
き
り
書
い
て
お

く
。
②
金
属
性
の
容
器
や
器
具
は
よ
く
洗

っ
て
サ
ビ
や
緑
青
の
で
な
い
よ
う
に

す
る
。

③
野
菜
、
果
物
は
充
分
洗
う
。
特
に

生
で
食
べ
る
も
の
は
中
性
洗
剤
で
洗

い
充
分
す
す
い
で
使
う
ー
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モ
チ
に
注
意
す
る
こ
と
。
散
布
量
に
月
一
～
二
半
旬
で
平
年
並
み
に
予
想
種
お
よ
び
も
ち
枯
品
種
に
は
、
第
一
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ー
0
0
《
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蓼

酪
村
の
産
業
課
短
報
W

【
一
】
清
灘
川
右
岸
段
丘
バ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
（
県
営
）

　
①
予
算
額
～
二
億
四
千
六
百
万
円

　
②
主
な
事
業
～
頭
首
工
、
程
島
用

　
　
水
路
、
揚
水
機
場
、
揚
水
機
械

　
　
送
受
電
工
事
、
地
区
内
水
路

　
　
（
幹
線
、
主
線
、
排
水
）
開
田

　
　
（
市
之
越
地
区
を
中
心
に
し
て

　
　
四
十
5
六
十
五
診
）

　
③
事
業
の
予
定

　
　
八
月
中
旬
入
札
、
下
旬
着
工

　
　
（
開
田
、
道
路
）

【
二
】
苗
場
山
麓
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
（
国
営
）

　
①
四
十
二
年
度
信
濃
川
水
系
調
査

　
②
四
十
三
年
度
苗
場
山
麓
地
区
計

　
　
画
と
な
り
調
査
継
続

　
　
四
十
五
年
度
完
了
予
定

　
③
四
十
六
年
度
事
業
開
始

　
④
地
域
開
発
面
積
八
千
診
、
約

　
　
百
二
＋
億
円

【
三
】
植
林

　
①
明
治
百
年
事
業
と
し
て
公
有
林

　
　
に
つ
い
て
奨
め
（
四
十
三
年
度

　
二
十
八
紛
）
今
後
も
こ
の
事
業

は
、
継
続
推
進
し
て
い
き
た
い
。

②
個
人
も
積
極
的
に
造
杯
し
て
も

　
ら
い
た
い
。

③
補
助
率

　
普
通
造
林
～
四
十
％
（
事
業
費

　
約
七
万
四
千
円
）

◎
階
段
造
林
～
四
十
％
（
事
業
費

　
約
九
万
五
千
円
）

◎
特
殊
造
林
5
六
十
％
（
事
業
費

　
　
約
二
十
万
四
千
円
）

　
◎
割
当
造
林
≦
六
十
六
％

【
四
】
干
害
に
つ
い
て

　
充
分
に
連
絡
を
と
り
合
い
被
害
を

最
少
限
度
に
と
ど
め
る
よ
う
努
力
さ

れ
た
い
。

会
贈
沢
中
学
校
体
蔓

　
　
歓
雑
で
、
中
里
村
内
五

　
　
交
沢
つ
の
子
ど
も
会
の

内
会
田
藝
壌
な

　
　
も
　
　
わ
れ
た

中里村
子ど

こ
の
種
の
交
歓

会
は
郡
内
で
も
初

の
試
み
で
あ
る
が

当
日
は
田
代
部
落

子
ど
も
会
、
荒
屋
部
落
子
ど
も
会
、
山

崎
部
落
子
ど
も
会
、
小
原
部
落
子
ど

も
会
、
田
沢
本
村
子
ど
も
会
の
会
員

約
百
七
十
余
名
が
出
席
し
、
各
子
ど

も
会
別
に
活
動
の
状
況
報
告
を
し

た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
会
活
動
の
内

容
は
ど
ん
な
も
の
を
考
え
た
ら
よ
い

　　　　　　　　　　　　　’貰　　　　　　　　　　・緩”　　　　　薦一聾　
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◇
毎
月
第
＝
一

◇
税
の

日

相
談
日

曜
日
は

毎
月

「
家
庭
の

五
日

日
“

十
五
望

一
十
五
日

昭和43年8月15日とさカ・3）第147号（禦叢錫鶉）な

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
民
運
動
会
－
i

　
公
民
舘
で
は
健
全
な
る
社
会
体
育

の
振
興
と
楽
し
い
一
日
を
通
じ
て
親

睦
融
和
を
図
り
、
民
主
的
、
協
力
的

な
村
民
の
気
風
を
っ
く
ろ
う
と
い
う

趣
旨
の
も
と
に
、
村
主
催
で
、
第
十

三
回
村
民
運
動
会
を
来
た
る
九
月
一

日
、
午
前
九
時
よ
り
田
沢
校
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
開
催
す
る
準
備
を
す
N

め
て
お
り
ま
す
。
開
催
要
項
に
つ
い

て
は
、
各
部
落
代
表
者
に
よ
る
実
行

委
員
会
で
決
め
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。

　
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
た

の
し
い
も
の
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

青
年

学
級
生

民
踊
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習

　
　
　
ー
ー
村
内
各
地
区
で
ー

　
る
　
　
ニ
ナ
　
　
ヤ
だ
　
　
め
　

を
響
に
、
薯
、
倉
俣
、
貝
｝

野
、
田
沢
地
区
に
お
い
て
、
青
年
学

級
民
踊
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
コ
ー
ス
生

十
数
名
が
正
し
く
お
ぽ
え
、
正
し
く

踊
ろ
う
と
い
う
主
旨
の
も
と
に
民
謡

お
ど
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
講
習

し
て
廻
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
婦
人
会
と
の
共
催
と
い

う
形
の
も
の
だ
が
、
夕
飯
を
終
え
、

凍
み
を
兼
て
の
参
集
者
で
、
各
会
場

と
も
盛
大
で
あ
り
、
十
日
町
小
唄
、

佐
渡
蒲
け
さ
、
相
川
音
頭
等
の
手
の

か
ざ
し
方
、
の
ば
し
方
な
ど
の
指
導

を
受
け
た
あ
と
、
常
日
頃
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
な
ど
と
は
縁
遠
い
ご
婦
人

た
ち
も
、
ま
だ
若
い
も
ん
に
は
お
く

れ
を
と
っ
て
は
な
る
も
の
か
と
、
十

も
若
返
っ
た
気
持
で
一
生
懸
命
に
し

か
も
楽
し
く
お
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

っ
て
お
り
ま
す
。
村
民
運
動
会
は
全
．

村
民
が
一
堂
に
会
す
る
唯
一
の
行
事

で
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
参
加
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
村
民
運
動
会
要
項

◇
チ
ー
ム
編
成

第
一
チ
ー
ム
～
貝
野
地
区

第
ニ
チ
ー
ム
5
倉
俣
地
区

第
三
チ
ー
ム
～
芋
沢
、
田
沢
、
東
田

　
　
　
　
　
　
沢
、
如
来
寺
、
豊
里

第
四
チ
ー
ム
～
小
原
、
桂
、
藤
原
、

　
　
　
　
　
　
上
山
、
田
中

第
五
チ
ー
ム
～
干
溝
、
荒
屋
、
山
崎

　
　
　
　
　
　
通
り
山
、
桔
梗
原
、

　
　
　
　
　
　
芋
川
新
田

写真は高道山地区講習会での一コマ

第
六
チ
ー
ム
）
・
高
道
山
地
区
、
清
津

　
　
　
　
　
峡
地
区

◎
種
目

①
男
子

百
米
、
午
五
百
米
、
八
百
米
、
八
百

米
リ
レ
ー
、
タ
パ
コ
レ
ー
ス
、
猫
に

紙
袋
、
た
る
こ
ろ
が
し
、
暗
算
競
走

（
男
女
）
借
物
レ
ー
ス
、
パ
ン
く
い

レ
ー
ス
、
ビ
ー
ル
レ
ー
ス
、
阜
か
ご

レ
ー
ス
、
自
転
車
レ
ー
ス

②
女
子

百
米
、
二
百
米
、
六
十
米
、
四
百
米

リ
レ
ー
、
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
、
風
船

割
レ
ー
ス
、
ビ
ン
釣
レ
ー
ス
（
男

女
）
、
夜
の
旅
レ
ー
・
ス
（
男
女
）

◎
表
彰

①
各
種
、
各
レ
ー
ス
ご
と
に
三
位
ま

で
、
賞
品
を
呈
し
ま
す
。

②
総
合
得
点
三
位
ま
で
、
優
勝
旗
、

舶

カ
ッ
プ
、
楯
及
び
賞
状
を
授
与
す
る
　
④
努
力
し
、
す
ぐ
れ
た
応
援
団
に
は

③
全
チ
ー
ム
に
参
加
賞
を
授
与
す
る
癬
賞
華
す
る
・

　
　
部
落
は
中
里
村
の
北
端
か
ら
二

　
番
目
の
旧
貝
野
村
、
当
時
の
中
心

　
地
で
あ
っ
た
。
本
屋
敷
部
落
は
、

　
通
称
北
側
を
本
屋
敷
と
い
Σ
戸
数

　
三
十
六
戸
、
学
校
、
旧
役
場
が
あ

　
る
ロ
　
　
よ
り
　
　
り
の
　
　
い

南
側
を
小
沢
と
　
く
部

　
い
ン
　
　
ニ
ナ

七
戸
、
慈
眼
寺
本

　
保
育
所
が
あ
る

　
区
長
等
、
役
職
は
南
、
北
交
互
に

　
選
出
し
、
経
常
年
間
部
落
経
費

　
は
、
十
万
円
前
後
で
、
こ
れ
を
平

　
均
割
四
割
、
所
得
割
三
割
、
固
定

　
資
産
割
三
割
と
い
う
比
率
で
ま
か

　
な
っ
て
い
る
。

㎜
ロ
ロ
い

“㎜㎜謝㎜需綿麟剛一饗り㎜旧識

　
　
　
一
日
一

　
県
下
の
市
町
村
で
九
月
一
日
か
ら

交
通
災
害
共
済
組
合
を
つ
く
る
こ
と
・

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
共
済
組
合
は
、
み
な
さ
ん
が

万
一
に
も
交
通
事
故
に
よ
る
災
害
を

受
け
た
と
き
、
わ
す
か
の
掛
け
金
で

相
互
救
済
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の

で
す
。
交
通
事
故
は
、
も
は
や
私
た

ち
の
身
辺
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
こ
の
組

合
に
加
入
し
て
、
不
慮
の
事
故
に
そ

な
え
ま
し
ょ
う
。

　
で
は
、
こ
の
共
済
組
合
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
と

　
八
割
以
上
が
農
家
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

円
で
交
通
災
害
共
済

の
殆
ん
ど
が
兼
業
農
家
で
　
出

機
や
田
沢
、
十
日
町
へ
勤
め
る
人

で
、
出
稼
ぎ
は
比
較
的
少
い
。
平

均
一
戸
当
り
農
地
は
六
十
五
ア
ー

ル
（
六
反
五
畝
）
の
所
有
で
、
田

落
紹
介
V

屋
敷
部

原
に
四
割
、
山
沢
へ
は
六
割
と
な

っ
て
お
り
、
遠
く
頸
城
界
ま
で
お

よ
ん
で
い
る
。
三
十
八
年
来
農
業

構
造
改
善
事
業
と
取
り
組
ん
で
来

た
が
、
悲
し
い
か
な
開
発
で
き
る

土
地
は
殆
ん
ど
田
畑
を
拓
き
、
基

◎
共
済
加
入
者
の
資
格

　
加
入
申
し
込
み
の
と
き
に
お
い
て

中
里
村
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
者
と
な
っ
て
い
ま
す
、
加
入
後
他

の
市
町
村
に
住
所
を
移
し
て
も
資
格

は
失
な
わ
れ
ま
せ
ん
。

◎
共
済
期
間

　
毎
年
四
月
一
日
に
は
じ
ま
り
翌
年

の
三
月
三
十
一
日
に
終
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
途
中
加
入
も
で
き

ま
す
。
今
年
に
限
り
九
月
一
日
か
ら

翌
年
の
三
月
三
十
一
臼
ま
で
で
す
。

◎
会
費

　
共
済
加
入
者
一
人
に
つ
き
一
年
に

　
盤
の
拡
大
は
出
来
す
、
国
の
指
定

　
基
準
か
ら
照
し
、
断
念
せ
ざ
る
を

　
得
な
く
な
り
落
胆
は
大
き
か
っ

　
た
。
し
か
し
次
の
方
策
を
強
く
待

　
ち
望
ん
で
い
る
。

　
　
三
十
七
年
、
有
志
五
人
で
桑
園

　
　
　
　
　
　
　
を
一
・
五
診
開
墾

④　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
な
　
　
を

落
得
て
い
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
勇
気
づ
け

　
ら
れ
今
年
も
叉
、
二
診
造
成
す
る

　
と
い
う
ふ
う
に
輪
を
拡
げ
、
土
地

　
の
制
限
が
大
き
い
中
で
そ
れ
に
打

　
ち
勝
つ
地
味
な
努
力
を
積
重
ね
て

　
い
る
部
落
で
も
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
F
生
）

”

三
百
六
十
円
（
中
学
生
以
下
は
三
百

円
）
今
年
の
場
合
は
一
人
に
つ
き
二

百
十
円
（
中
学
生
以
下
は
百
七
十
五

円
）

◎
此
ハ
済
見
舞
金

▽
死
亡
し
た
場
合
　
　
　
五
十
万
円

▽
全
治
六
ヵ
月
以
上
の
傷
害
を
受
け

た
場
合
　
　
　
　
　
＋
万
円

▽
全
治
三
ヵ
月
以
上
の
傷
害
を
受
け

た
場
合
　
　
　
　
　
五
万
円

▽
全
治
一
ヵ
月
以
上
の
傷
害
を
受
け

　
た
場
合
　
　
　
　
　
　
　
二
万
円

▽
全
治
一
週
間
以
上
の
傷
害
を
受
け

た
場
合
　
　
　
　
　
五
千
円

　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
さ
き
に

配
布
い
た
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
に
書
い

て
あ
り
ま
す
が
、
わ
か
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
役
場
の
行
政
課
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
加
入
申
し
込
み

　
チ
ラ
シ
の
裏
面
に
申
し
込
み
書
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
御
記
入
の
上
、
会

費
を
添
え
て
な
る
べ
く
鼠
め
に
役
場

へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

中
里
村
民
囲
碁

夏
期
選
手
権
大
会

　
来
る
八
月
十
八
日
午
前
十
時
よ
り

中
里
村
公
民
舘
に
お
い
て
村
民
囲
碁

夏
期
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
中
里
村
公
民
舘
、
囲
碁

ク
ラ
ブ
（
会
長
後
藤
千
之
氏
）
の
共

催
で
あ
り
、
参
加
資
格
は
中
里
村
民

ま
た
は
、
封
内
に
職
場
を
も
つ
人
で

ド
ま
ザ
コ
を
き
き
ひ
こ
す
　
ゑ
ノ
ヂ
き
ロ

あ
れ
ぱ
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

き
ロ
　
め
　
ゑ
リ
リ
ぶ
タ
ル
っ

な
お
参
加
料
は
一
人
二
百
円
で
す
。


